
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
と
カ
ウ
ン
タ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
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現
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
萌
芽
か
否
か
一

立
屯、

マ

波

章

弘

【
要
約
】
　
前
衛
的
文
化
運
動
で
知
ら
れ
る
シ
チ
ュ
ア
シ
亀
目
ス
ト
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
パ
リ
で
、
漂
流
や
心
理
地
理
学
と
呼
ぶ
独
自
の
実
践
活
動
を
文

章
に
記
録
し
、
特
殊
な
地
図
に
描
写
し
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
に
撮
影
し
た
が
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
ど
う
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
原
則
的
に

は
否
定
す
る
が
、
実
際
は
意
味
や
形
態
を
変
え
た
形
で
一
部
の
塔
・
彫
像
・
建
造
物
を
捉
え
、
評
価
す
る
場
合
さ
え
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

に
内
在
す
る
象
徴
的
で
可
視
的
で
固
定
的
な
性
質
を
薄
め
、
い
わ
ば
カ
ウ
ン
タ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
も
う
一
つ
の
対
抗
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
）
を
作
り
出

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
同
時
に
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、
古
く
有
名
で
な
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
肯
定
し
、
新
し
く
有
名
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
否

定
す
る
と
い
う
複
合
的
指
標
を
設
け
る
こ
と
で
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
　
括
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
操
作
の
対
象
物
と
す
る
シ
チ

ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
に
は
、
現
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
表
面
的
な
類
似
性
と
は
別
に
、
社
会
に
実
践
的
に
関
与
し
よ
う
と
す
る
強
い
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
一
巻
一
号
　
二
〇
〇
八
年
一
月

工

否
定
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

（
1
）
　
一
九
五
〇
年
代
の
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト

か
つ
て
筆
者
は
、
～
九
五
〇
年
代
の
ア
ン
テ
ル
ナ
シ
オ
ナ
ル
・
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
思
想
の
中
か
ら
、
都
市
空
間
に
対
す
る
考
え
方
に



シチュアシオニストとカウンターモニュメント（滝波）

　
　
　
①

注
目
し
た
。
す
な
わ
ち
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、
歴
史
的
・
宗
教
的
な
建
造
物
を
否
定
し
、
民
衆
的
な
通
り
や
界
隈
を
評
価
し
た
が
、
そ
れ

は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
雰
囲
気
も
ま
た
観
光
の
重
要
な
対
象
に
な
る
と
い
う
現
代
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
先
取
り
し
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
あ
く
ま
で
概
要
で
あ
り
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
対
す
る
態
度
に
は
微
妙
な
部
分
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
の
か
を
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
ま
ず
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
木
下
誠
が
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。
そ
れ

は
、
～
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
パ
リ
な
ど
の
欧
州
の
諸
都
市
に
広
が
っ
た
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
文
化
的
・
政
治
的

運
動
で
、
大
量
消
費
や
イ
メ
ー
ジ
が
支
配
す
る
既
存
の
社
会
体
制
に
反
発
し
た
試
み
と
書
っ
て
い
い
。
な
か
で
も
一
九
五
四
年
か
ら
六
一
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

至
る
活
動
は
、
都
市
空
間
に
対
す
る
新
し
い
見
方
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
実
際
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、
パ
リ
を
中
心
的
な
舞
台
と
し

て
、
「
漂
流
」
や
「
心
理
地
理
学
」
と
呼
ぶ
散
策
活
動
を
文
書
に
記
録
し
た
り
、
「
心
理
地
理
学
地
図
」
と
い
う
変
わ
っ
た
地
図
を
作
成
し
た
り
、

一
般
の
作
品
と
は
異
な
る
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
製
作
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
筆
者
は
別
稿
で
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
文
書
・
地
図
・
映
画
の
特
徴
を
細
か
く
分
析
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
い

う
テ
ー
マ
に
限
っ
て
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
を
捉
え
て
み
た
い
。
な
お
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
前
身
に
ア
ン
テ
ル
ナ
シ
オ
ナ
ル
・
レ
ト
リ

ス
ト
と
い
う
運
動
が
あ
る
。
漂
流
や
心
理
地
理
学
は
こ
の
レ
ト
リ
ス
ト
時
代
に
実
践
さ
れ
た
も
の
が
多
い
が
、
本
稿
で
は
両
者
の
共
通
性
や
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

続
性
か
ら
、
資
料
紹
介
の
場
合
を
除
き
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
と
し
て
記
述
す
る
。

（
2
）
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
拒
絶

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
対
す
る
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
基
本
的
な
考
え
方
か
ら
見
て
み
よ
う
。
表
1
は
、
一
九
五
五
年
に
発
表
さ
れ
た
「
パ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

市
の
合
理
的
美
化
計
画
」
の
概
要
で
あ
る
。
一
二
項
目
あ
り
、
集
中
の
九
番
目
に
当
た
る
刑
務
所
に
つ
い
て
の
提
起
を
除
け
ば
、
一
、
二
、
三
、

四
、
六
番
目
が
移
動
や
交
通
に
関
す
る
提
起
、
五
、
七
、
八
、
一
〇
、
一
一
、
一
二
番
目
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
関
す
る
提
起
に
な
っ
て
い
る
。
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表1　「パリ市の合理的美化計画」で提案された12項目

①車内や線路は薄暗くしながら、夜間のメトロを開放する

②避難ハシゴと渡し板を設置して、パリの屋根を散歩可能にする

③照明を消すか、弱くしながら、夜中スクエア（辻公園）を開放する

④　すべての通りの街灯にスイッチを付け、照明を公衆の自由にする

⑤教会は完全撤去、非宗教施設化、部分撤去、幽霊寄敷化のどれかにする

⑥駅は残すが、表示板を外して漂流を容易にしたり、他の駅の録音を流す

⑦墓地を撤去するとともに、墓地に関わるあらゆる記憶を消去する

⑧博物館を撤廃し、芸術作品をバーやカフェに並べる

⑨刑務所を立ち入り自由にして、観光滞在を可能にする

⑩プチパレやグランパレのようなモニュメントは、別の建物に置き換える

⑪彫像を撤去したり、撤去までの問、名称を変更して有意義なものにする

⑫市議会議員やレジスタンス闘士など、人々を白痴化する街路名を消す

1）　表の内容は，Internationale　Lettriste（1955）：‘｛Projet　d’embellissements　ration・

nels　de　la　ville　de　Parisレ1．　Potlatch，　no．23，　pp．203－207を要約。

2）教会には提案が複数あり，完全撤去がドゥボールの，非宗教化がヴォルマンの，

部分撤去がベルンスタンの，幽霊屋敷化がフィヨンの提案。

3）⑪の名称変更による転用例として挙げられているのは，シャンゼリゼ逓りに面し
たクレマンソー広場のクレマンソー像，リュクサンブール公園東のルイ・マラン広場

にあるキニーネ発見者を称える記念碑，ノートルダム前広場の南にあるシャルルマー

ニュ像（木下　誠（1998）：『孤立の技術一日常生活のスペクタクル』（アンテルナシ
オナル・シチュアシオニスト4），インパクト繊版会，pp．　351－353の注釈を参照）。

こ
の
よ
う
に
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
対
す
る
関

心
は
強
く
、
そ
の
大
枠
は
既
存
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
ど
う
崩
す
か
で
あ

る
。
具
体
的
に
言
っ
て
も
、
墓
地
・
博
物
館
・
歴
史
的
街
路
名
は
完
全

に
撤
去
さ
れ
、
歴
史
的
建
造
物
は
他
の
目
的
に
転
用
さ
れ
る
。
教
会
と

彫
像
は
撤
去
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
転
用
の
場
合
も
あ
る
。
な
お
「
転

用
」
と
は
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
概
念
の
一
つ
で
、
あ
る
物
を
本

来
と
は
別
の
枠
組
み
に
流
用
す
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　
表
2
は
、
同
じ
く
一
九
五
五
年
に
提
示
さ
れ
た
シ
チ
ュ
ア
シ
贈
品
ス

ト
な
り
の
新
し
い
パ
リ
観
光
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
場
所
が

勧
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
場
所
が
勧
め
ら
れ
な
い
か
を
見
る
と
、
庶
民

的
な
界
隈
や
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
界
隈
が
志
向
さ
れ
、
有
名
な
界
隈
や
モ

ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
界
隈
が
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
分
布
図

を
作
れ
ば
、
パ
リ
西
部
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
地
域
が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
は
っ
き
り
す
る
（
図
1
）
。

　
最
後
に
、
映
画
の
手
法
に
見
ら
れ
る
考
え
方
を
紹
介
し
て
お
く
。
ド

ゥ
ボ
ー
ル
の
『
映
画
に
反
し
て
』
（
～
九
六
四
年
）
に
は
、
映
画
『
か
な

り
短
い
時
間
で
の
何
人
か
の
通
行
に
つ
い
て
』
（
一
九
五
九
年
、
デ
ン

マ
ー
ク
同
フ
ラ
ン
ス
実
験
映
画
カ
ン
パ
ニ
ー
、
二
〇
分
）
の
技
術
ノ
ー
ト
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
「
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な
舞
台
セ
ッ
ト
と
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表2　パリで訪れた方がいい場所と訪れない方がいい場所の一覧

＝訪れた方がいい場所＝

コントレスカルプ「大陸」、中国人街、ユダヤ入街、カイユの丘の「迷宮」、オベールヴィリ

エの夜、7区内のスクエア、法医学研究所、ドフィンヌ通り、ショ　一一モンの丘、サンメリ界

興、モンソー公園、サンルイ島、ピガーール、レアール、ユーロップ界隈、ソヴァージュ通り工
隈
三
盛

＝訪れない方がいい場所＝

6区、15区、グランブルヴァール、リュクサンブーール、シャンゼリゼ、ブランシュ広場、モ

ンマルトル、エコーールミリテーール、共和國広場、エトワール、オペラ、16区全域

1）表の内容は次のテクストによる。Internationale　Lettriste（1955）：｛（Urbanisme》レ．　Pot一

latch，　no．　24，　pp．　208－209，

2）　下線は好ましいとして評価の定っている場所，波線は漂流コース上の雰囲気ユニット

とされることもある場所。

3）

ワールは凱旋門とその広場を指す。また，

クール・バジリカ聖堂が，共和国広場にはフランスの象徴マリアンヌ像を使った大きな共

和国記念碑が立っている。

グランブルヴァールはマドレーヌ広場からバスチィーユ広場までの環状大通り，エト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　モンマルトルには遠くからでも見えるサクレ

い
う
点
に
関
し
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
手
法
と
逆
に
す
る
た
め
、
カ
メ
ラ
が
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
に
遭
遇
し
そ
う
に
な
る
と
、
反
対
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
撮
影
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

こ
と
で
、
そ
の
危
険
を
回
避
し
た
し
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
映
画
の
場
合
、
目
の
前
に
あ

る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
か
ら
カ
メ
ラ
の
視
線
を
外
す
こ
と
は
、
文
章
や
地
図
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
表
記
し
な
い
こ
と
よ
り
も
難
し
い
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
避
け
よ
う
と
カ
メ
ラ
を
動
か
し

て
も
、
枠
の
中
に
偶
思
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
シ
チ
ュ
ア

シ
オ
ニ
ス
ト
は
カ
メ
ラ
を
究
極
の
場
所
、
す
な
わ
ち
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
ま
さ
に
立
つ
場
所

に
置
く
。
こ
う
す
れ
ば
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
絶
対
に
レ
ン
ズ
の
中
に
入
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、

他
か
ら
良
く
見
え
る
地
点
に
あ
る
の
で
、
他
が
よ
く
見
え
る
カ
メ
ラ
位
置
と
な
る
。
こ
れ

は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
特
権
的
な
位
置
を
逆
に
利
用
し
た
手
法
と
言
え
る
。

（
3
）
　
否
定
さ
れ
な
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
存
在

　
表
1
、
表
2
、
技
術
ノ
ー
ト
を
ま
と
め
れ
ば
、
ど
れ
だ
け
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
パ

リ
の
代
表
的
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
対
し
て
反
抗
的
で
あ
る
か
が
分
か
る
。
凱
旋
門
、
オ
ペ

ラ
座
、
グ
ラ
ン
パ
レ
な
ど
は
、
名
前
を
挙
げ
て
否
定
さ
れ
る
。
た
だ
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
や

ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
広
場
の
円
柱
、
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ
ド
（
廃
兵
院
）
や
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
リ
ー

（
旧
監
獄
）
、
マ
ド
レ
ー
ヌ
教
会
や
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
”
デ
開
プ
レ
教
会
と
い
っ
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
多
く
は
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
テ
ク
ス
ト
に
現
わ
れ
て
こ
な
い
。
シ
チ
ュ
ア

シ
オ
ニ
ス
ト
が
言
及
し
な
い
理
由
に
は
、
関
心
を
持
て
な
い
こ
と
、
評
価
を
定
め
ら
れ
な

233 （233）



十
十

・野＋＋＋＋＋＋十十十十

＋
＋
＋
＋

十

曳
十

　　図1　否定されるモニュメント・界隈・広場・通りの空間分布

1）表1と表2で否定的に捉えられているものを選んだ。
2）大の＋印はパリの区，中の＋印は広場やモニュメント，小の＋印は通
　りを示す。

言
え
る
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。
ま
た
評
価
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
、

広
場
の
騎
馬
像
（
ル
イ
十
四
枇
像
）
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ー
ル
公
園
の
胸
像
（
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
像
）
が
該
当
す
る
。

い
こ
と
、
実
際
は
否
定
か
肯
定
だ
が
省
略
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て

完
全
に
無
視
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
第
一
印
象
で
は
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
反

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス

ト
の
文
書
や
地
図
や
映
画
を
詳
し
く
検
討
し
て
い
く
と
、
そ
う
と
は

簡
単
に
雷
い
切
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
結
論
を
言
え
ば
、

シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け

る
。
一
つ
は
否
定
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
一
つ
は
変
更
さ
れ
る
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
一
つ
は
評
価
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
本
稿

で
焦
点
を
当
て
た
い
の
は
、
変
更
や
評
価
の
可
能
性
の
あ
る
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
で
あ
る
。
変
更
さ
れ
る
主
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
パ

ン
テ
オ
ン
（
廟
・
万
神
殿
）
、
ヴ
ァ
ル
目
ド
目
グ
ラ
ス
（
教
会
）
、
ク
リ
ユ

ニ
ー
館
（
元
修
道
院
、
現
美
術
館
）
、
ポ
ン
ヌ
フ
広
場
の
騎
馬
像
（
ア
ン

リ
四
世
像
）
、
サ
ン
ラ
ザ
ー
ル
駅
（
十
九
世
紀
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
）
、
サ

ン
ジ
ャ
ッ
ク
塔
（
元
教
会
の
鐘
楼
）
が
あ
る
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
（
大
聖

堂
）
は
映
像
に
使
わ
れ
る
も
の
の
、
変
更
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

　
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
ロ
ト
ン
ド
（
元
入
市
徴
税
所
）
、
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル

234 （234）



①
　
滝
波
章
弘
（
～
九
九
五
）
「
ギ
ド
・
ブ
ル
…
に
み
る
パ
リ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間

　
記
述
－
雰
囲
気
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
対
比
」
、
地
理
学
評
論
六
八
A
…
三
、
｝

　
閃
【
五
一
一
よ
ハ
七
留
只
。

②
木
下
　
誠
（
一
九
九
三
）
「
「
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
・
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」

　
の
歴
史
」
、
ギ
…
・
ド
ゥ
ボ
ー
ル
『
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
社
会
－
情
報
資
本
主
義

　
批
判
腕
（
木
下
　
誠
訳
）
、
平
凡
社
、
二
四
四
一
二
八
五
頁
。

③
〉
蕾
蛋
同
し
u
O
窯
客
国
↓
日
（
6
8
）
”
・
・
〉
欝
己
㊦
。
δ
α
Q
ざ
参
上
①
＜
曾
監
爵
ω
箕
。
9

　
建
9
Φ
o
蹴
く
Φ
け
象
匙
魯
。
㎞
霧
｛
δ
臼
U
p
貯
8
唱
8
爵
鼠
霞
註
ω
弓
v
．
§
讐
§
§
§
㌧

　
§
蹴
ミ
§
ミ
謎
⇔
．
象
駐
童
§
へ
曾
ミ
魯
巳
－
ト
署
．
①
甲
。
。
①
．
U
白
話
℃
蟹
σ
国
菊

　
（
一
り
り
①
）
ヨ
ω
巧
く
①
a
畠
。
帥
誹
。
α
q
口
論
質
跨
Φ
ω
臥
房
麟
。
巴
ω
錺
効
巳
ヨ
p
霧
。
｛
子
。

　
鼠
9
・
．
尊
曽
§
、
ミ
ミ
罵
ミ
§
賊
、
§
§
』
薦
♪
鱒
G
。
－
ω
も
O
．
き
㎝
－
お
刈
．

④
滝
波
章
弘
（
二
〇
〇
七
）
「
シ
チ
ュ
ア
シ
東
山
ス
ト
・
シ
テ
ィ
と
し
て
の
パ
リ
ー

　
漂
流
／
心
理
地
理
瀞
ナ
地
図
／
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
」
、
理
論
地
理
学
ノ
ー
ト

　
一
⊥
ハ
（
原
稿
受
理
済
）
。

⑤
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
文
書
は
再
録
版
や
復
刻
版
に
拠
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

　
噸
ポ
ト
ラ
ッ
チ
』
誌
は
男
。
＝
o
社
の
再
録
版
ざ
§
§
（
N
駅
桑
N
槙
M
）
、
『
レ
・

　
レ
…
ヴ
ル
・
二
善
玉
は
≧
罰
す
社
の
復
刻
版
い
題
卜
～
軽
題
さ
題
（
N
霧
ヘ
ー
鼠
㎏
軌
c
Q
）
、

　
『
ア
ン
テ
ル
ナ
シ
オ
ナ
ル
・
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
』
誌
は
〉
訴
藏
ヨ
①
閃
効
巻
凱

　
社
の
復
刻
版
旨
ミ
謡
ミ
馬
§
亀
む
勲
匙
ミ
凡
ミ
謡
鋳
ミ
（
嵐
頚
C
Q
－
N
℃
亀
y

⑥
H
昌
§
塞
ぎ
墨
δ
ド
⑦
件
巳
ω
帥
⑦
（
6
綬
）
＝
・
甲
。
蒼
匹
、
§
げ
①
田
ω
ω
窪
Φ
募
巨
紳
8
・

　
p
巴
。
。
仙
Φ
㌶
く
田
①
q
Φ
℃
錠
房
Ψ
▼
「
ざ
§
鷺
勘
p
o
．
輔
ω
も
℃
』
O
Q
。
－
卜
⊃
O
刈
．

⑦
O
蔓
U
国
司
○
円
U
（
卜
、
O
O
9
”
禽
§
・
舞
O
p
密
塁
轟
℃
．
膳
G
。
①
’

シチュァシオニストとカウンターモニュメント（滝波）

亘

変
更
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

（
1
）
　
映
像
上
で
の
変
更

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
場
合
、
映
画
に
ま
っ
た
く
映
さ
れ
な
い
よ
り
、
少
な
く
と
も
映
さ
れ
る
方
が
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
関
心
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
。
実
際
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
何
ら
か
の
形
で
変
更
さ
れ
て
登
場
す
る
の
で
あ
っ
て
、
普
通
に
映
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
映
像
的
に
変
更
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
中
で
取
り
上
げ
方
が
似
て
い
る
の
は
、
パ
ン
テ
オ
ン
と
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
と
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
で

あ
る
。
『
か
な
り
短
い
時
間
で
の
何
人
か
の
通
行
に
つ
い
て
』
に
出
て
く
る
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
と
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
に
し
て
も
、
『
分
離
の
批

判
嚇
（
一
九
六
一
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
フ
ラ
ン
ス
実
験
映
画
カ
ン
パ
ニ
ー
、
　
一
〇
分
）
に
出
て
く
る
パ
ン
テ
オ
ン
に
し
て
も
、
画
面
の
背
景
と
し
て
現
わ

れ
、
し
か
も
建
造
物
の
全
体
で
は
な
く
一
部
だ
け
が
映
っ
て
い
る
（
図
2
）
。
一
般
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
映
像
的
に
捉
え
る
視
点
と
い
え
ば
、

直
線
状
の
遠
景
に
対
象
を
見
通
す
よ
う
な
オ
ス
マ
ン
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
視
点
が
浮
か
ぶ
。
オ
ス
マ
ン
は
、
一
八
五
三
年
か
ら
七
〇
年
頭
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潅一

舞

犠撫

　　　　　　　　　　　図2　映画に出てくるモニュメントの建造物

1）左側の写真の並びは上から順に，ノートルダム，クリユニー館，ヴァル＝ド；グラス，右側

の写真の並びは上から順に，パンテオン，サンラザーール駅。

2）写真は，次のDVDから静止画像を取った。（Euwres　cinematographieues　conipletes，　Gaumont，

2005．

236　（236）



シチュアシオニストとカウンターモニュメント（滝波）

の
セ
ー
ヌ
県
知
事
在
職
中
に
第
二
帝
政
期
の
パ
リ
大
改
造
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
と
き
に
ブ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
（
大
通
り
）
を
造
り
、
ブ
ル
ヴ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ル
の
端
に
目
立
つ
建
造
物
を
建
て
る
こ
と
で
、
通
り
の
先
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
正
面
が
見
え
る
よ
う
に
し
た
。
し
か
し
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス

ト
が
撮
影
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
こ
う
し
た
視
点
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
映
像
の
主
役
と
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
部
分
的
に
し

か
映
さ
ず
、
し
か
も
背
景
に
押
し
や
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
転
用
し
た
り
、
分
割
す
る
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
発
想
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
詳
細
に
見
る
と
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
は
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
う
。
映
画
に
登
場
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
姿
は
～
瞬
で
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
無
く
、
映
像
自
体
も
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
実
写
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ス
映
像
か
ら
の
借
用
な
の
で
、
パ
ン
テ
オ
ン
や
ヴ
ァ
ル
門
ド
”
グ
ラ

ス
に
比
べ
れ
ば
、
重
要
性
は
一
段
低
い
。
こ
の
低
さ
は
、
後
述
す
る
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
地
図
の
検
討
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。

　
『
か
な
り
短
い
時
間
で
の
何
人
か
の
通
行
に
つ
い
て
瞼
に
映
さ
れ
る
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
は
、
前
述
し
た
三
者
と
は
大
き
く
異
な
り
、
非
常
に
微

妙
で
曖
味
に
な
っ
て
い
る
。
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
の
シ
ー
ン
で
は
、
建
物
の
周
囲
に
あ
る
鉄
柵
が
画
面
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
存

在
を
知
ら
せ
る
も
の
は
少
な
い
（
図
2
）
。
確
か
に
映
像
は
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
を
撮
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

う
。
『
映
画
に
反
し
て
扇
に
収
録
さ
れ
た
シ
ナ
リ
オ
に
は
、
「
ク
リ
ユ
ニ
ー
美
術
館
の
鉄
柵
前
を
通
る
人
々
」
と
、
は
っ
き
り
注
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
歴
史
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ョ
ッ
ト
に
使
わ
れ
る
の
が
建
物
で
は
な
く
、
そ
れ
を
取
巻
く
鉄
柵
と
い

う
の
は
、
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
に
対
す
る
～
般
的
な
映
像
表
現
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
『
分
離
の
批
判
』
に
使
わ
れ
る
サ
ン
ラ
ザ
ー
ル
駅
は
、
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
と
は
別
の
意
味
で
、
曖
昧
で
微
妙
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
箇

所
の
映
像
は
、
カ
メ
ラ
を
車
の
後
部
に
載
せ
、
車
の
進
行
方
向
と
逆
向
き
に
撮
る
移
動
シ
ョ
ッ
ト
で
出
来
て
い
る
。
車
が
ル
ア
ー
ヴ
ル
通
り
を

南
下
し
始
め
る
と
、
画
面
の
後
景
に
駅
の
正
面
が
見
え
出
す
が
、
車
の
南
下
に
つ
れ
、
後
ろ
に
見
え
る
駅
は
遠
ざ
か
っ
て
い
く
。
一
方
、
カ
メ

ラ
の
焦
点
が
当
た
る
前
景
で
は
、
直
後
を
走
る
車
や
タ
ク
シ
ー
が
頻
繁
に
入
れ
替
わ
る
。
前
景
の
動
き
が
激
し
い
せ
い
か
、
後
景
の
駅
は
モ
ニ

ュ
メ
ン
タ
ル
な
建
造
物
と
い
う
よ
り
、
立
体
感
の
な
い
壁
紙
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
ま
た
シ
ナ
リ
オ
が
難
解
な
た
め
、
サ
ン
ラ
ザ
ー
ル
駅
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の
意
味
も
分
か
り
に
く
い
。
そ
れ
で
も
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、
具

体
的
記
述
は
な
い
も
の
の
、
サ
ン
ラ
ザ
ー
ル
駅
構
内
に
一
日
中
留
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

漂
流
を
行
な
っ
た
よ
う
で
、
こ
の
場
所
に
何
ら
か
の
関
心
を
持
っ
て
い

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

（
2
）
　
図
像
上
で
の
変
更

　
今
度
は
心
理
地
理
学
地
図
を
も
と
に
、
地
図
の
範
囲
外
の
サ
ン
ラ

ザ
ー
ル
駅
は
除
い
て
、
パ
ン
テ
オ
ン
、
ヴ
ァ
ル
門
ド
H
グ
ラ
ス
、
ノ
ー
ト

ル
ダ
ム
、
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
の
差
を
考
え
て
み
よ
う
。
た
だ
そ
の
前
に
、

、
心
理
地
理
学
地
図
と
は
何
か
を
説
明
し
た
方
が
い
い
。
詳
し
い
内
容
は

　
　
　
　
　
⑤

筆
者
の
別
稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
要
点
だ
け
を
述
べ
て
お
く
。

　
心
理
地
理
学
地
図
は
、
伝
統
的
な
地
図
の
あ
り
方
、
つ
ま
り
既
存
の

都
市
空
間
の
見
方
に
疑
問
を
呈
す
る
た
め
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が

新
し
く
作
っ
た
地
図
で
あ
る
（
図
3
）
。
作
成
方
法
は
明
快
で
、
市
販

の
街
路
図
や
鳥
鰍
図
を
切
り
分
け
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
自
身
が

　
「
雰
囲
気
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
み
な
す
界
隈
、
す
な
わ
ち
人
間
の
行
動
や
感

情
に
同
じ
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
場
所
や
建
築
が
集
ま
る
空
間
単
位
だ

け
を
別
の
紙
に
貼
り
直
す
。
し
か
し
そ
の
貼
り
方
は
、
現
実
の
位
置
を

か
な
り
無
視
し
た
形
に
な
る
。
そ
し
て
、
新
し
い
位
置
を
与
え
ら
れ
た

　。励θ型＠

　　　　　　　　　　　　　図3

1）左はげ・ネイキッド・シテ畷の復元図，右は『パリの心理地理的ガイ隠の復元図。
2）　Aはサンタンドレ・デ・ザール界隈，Bはボブールの高台，　Cはコントレスカルプ大陸，　F

はリヨン駅，Gはサンジェルマン・デ・プレ界隈，　Hはレアール（中央市場，現フォーラム・

デ・アール），1はシテ島西端部，Jは植物園，　Lはりュクサンブール公園，　Pはパンテオン，

　Qはカルチエラタン，Sはサンルイ島，　Uはワイン市場（現ジュスィゥ・キャンパス），　Vは

ヴァル・ド・グラス，☆はヴィクトワール広場。また÷印の線は，パリの南北軸に巌たるセバス

　トポル大通りとサンミシェル大通り。

　　　　　　　　　Guide　psythggEopraphique　de　Paris

　心理地理学地園の復元図
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雰
囲
気
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
相
互
に
無
数
の
矢
印
で
結
び
付
け
ら
れ
る
。
矢
印
に
よ
っ
て
、
漂
流
の
ル
ー
ト
が
示
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ユ

ニ
ッ
ト
α
か
ら
ユ
ニ
ッ
ト
β
へ
矢
印
が
付
い
て
い
れ
ば
、
心
理
地
理
学
的
に
漂
流
す
る
者
は
界
隈
α
か
ら
界
隈
β
へ
自
然
と
歩
い
て
し
ま
う
こ

と
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
実
と
異
な
る
位
置
の
雰
囲
気
ユ
ニ

シチュァシオニストとカウンターーモニュメント（滝波）

留縣

　“壌

　　　図4　髪ザ・ネイキッド・シティ．1の中でターンする矢印

1）図は，次に掲載されていたものの一部より。Gtiy　DEBORD（2006）：
　Guvres．　Ga！limard，　p．　29e．

2）矢印の出入りが集中するユニットが転車台のブシイ交差路付近，左下
の大きなユニッ5がりュクサンプーール公園，右中程の矢印がターンする小

　さなユニッ5がパンテオン，窃下の矢印がターンするユニットがヴァルm

　ドmグラス。

ッ
ト
に
無
数
の
矢
印
が
飛
び
交
う
心
理

地
理
学
地
図
は
、
そ
れ
だ
け
見
て
い
て

も
感
覚
的
に
つ
か
め
な
い
。
そ
こ
で
、

心
理
地
理
学
地
図
か
ら
通
り
や
場
所
を

特
定
し
、
切
り
貼
り
さ
れ
た
雰
囲
気
ユ

ニ
ッ
ト
を
パ
リ
の
地
図
上
に
戻
し
て
み

た
。
こ
う
し
て
出
来
た
復
元
図
（
図

4
）
を
見
れ
ば
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
界
隈
が
選
ば
れ
た
か
が
明
確
に
な
る
。

例
え
ば
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
は
、
ど
ち
ら
の

心
理
地
理
学
地
図
に
も
記
載
さ
れ
て
い

な
い
。
心
理
地
理
学
地
図
の
特
徴
の
～

つ
は
、
シ
テ
島
と
サ
ン
ル
イ
島
の
扱
い

の
違
い
で
あ
る
。
壮
麗
な
建
築
を
欠
く

サ
ン
ル
イ
島
全
域
が
表
現
さ
れ
る
の
に
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対
し
て
、
シ
テ
島
は
西
端
と
北
東
部
分
だ
け
し
か
描
か
れ
な
い
。
実
際
、
西
端
と
北
東
部
分
以
外
は
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
・
サ
ン
ト
シ
ャ
ペ
ル

（
礼
拝
堂
）
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
リ
ー
・
警
視
庁
・
病
院
と
い
っ
た
歴
史
的
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
中
心
機
能
の
集
ま
る
地
区
で
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ

ニ
ス
ト
が
空
白
に
す
る
の
も
納
得
が
い
く
。

　
地
図
上
に
不
在
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
と
違
っ
て
、
パ
ン
テ
オ
ン
と
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
は
『
ザ
・
ネ
イ
キ
ッ
ド
・
シ
テ
ィ
』
に
は
っ
き
り
現
わ

れ
る
（
図
4
）
。
し
か
し
注
意
し
て
見
る
と
、
パ
ン
テ
オ
ン
や
ヴ
ァ
ル
門
ド
目
グ
ラ
ス
に
ま
っ
す
ぐ
向
か
う
矢
印
が
、
直
前
ま
で
来
て
、
そ
こ
か

ら
跳
ね
返
さ
れ
る
よ
う
に
、
九
〇
度
か
そ
れ
以
上
に
タ
ー
ン
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
3
）
。
つ
ま
り
パ
ン
テ
オ
ン
や
ヴ
ァ
ル
博
ド
”
グ
ラ

ス
は
、
漂
流
す
る
者
の
足
が
向
く
場
所
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
心
理
地
理
学
的
に
惹
き
付
け
ら
．
れ
な
い
場
所
だ
と
言
っ
て
も
い
い
。
そ
れ
で

も
、
完
全
に
地
図
か
ら
消
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
明
確
に
描
か
れ
る
と
こ
ろ
は
、
パ
ン
テ
オ
ン
や
ヴ
ァ
ル
・
ド
”
グ
ラ
ス
に
対
す
る
シ
チ
ュ
ア
シ

オ
ニ
ス
ト
の
関
心
を
示
し
て
い
る
。

　
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
は
判
断
が
難
し
い
。
『
ザ
・
ネ
イ
キ
ッ
ド
・
シ
テ
ィ
』
で
は
空
白
だ
が
、
『
パ
リ
の
心
理
地
理
的
ガ
イ
ド
』
に
は
カ
ル
チ
エ
ラ

タ
ン
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
一
部
と
し
て
含
ま
れ
る
の
で
（
図
4
）
、
存
在
は
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
所
は
、
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
と
し
て
表
記
さ
れ

た
と
い
う
よ
り
、
カ
ル
チ
エ
ラ
タ
ン
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
パ
ン
テ
オ
ン
や
ヴ
ァ
ル
陪
ド
日
グ
ラ
ス
の
位
置
付
け
と
は
異
な
っ
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
。
そ
れ
で
も
、
「
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
の
鉄
柵
前
を
通
る
人
の
温
度
感
覚
と
欲
望
、
十
一
月
の
日
没
後
約
一
時
間
」
と
い
う
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
の
計

画
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
に
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
関
心
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

　
以
上
、
地
図
と
映
画
で
の
分
析
を
ま
と
め
れ
ば
、
パ
ン
テ
オ
ン
、
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
、
ク
リ
ユ
ニ
ー
館
、
サ
ン
ラ
ザ
ー
ル
駅
は
、
シ
チ
ュ

ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
受
け
入
れ
る
た
め
に
意
図
的
に
変
更
し
た
の
に
対
し
て
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
は
、
否
定
す
る
た
め
に
建
物
の
一
部
分
だ
け
を
後

景
に
登
場
さ
せ
た
の
だ
と
言
え
る
。
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（
3
）
　
文
書
上
で
の
変
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
漂
流
や
心
理
地
理
学
の
報
告
で
も
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
変
更
さ
れ
る
。
そ
の
例
を
、
あ
る
漂
流
の
記
録
か
ら
確
か
め
た
い
。
マ
レ
地
区
の
バ
ー

に
入
っ
た
ド
ゥ
ボ
ー
ル
達
レ
ト
リ
ス
ト
は
、
帽
子
を
か
ぶ
り
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
を
話
す
十
数
人
の
男
達
の
中
で
、
見
知
ら
ぬ
一
人
か
ら
「
と
き

に
諭
す
よ
う
な
、
と
き
に
脅
す
よ
う
な
」
調
子
で
、
理
解
不
能
の
ま
ま
話
し
掛
け
ら
れ
、
「
冷
や
や
か
な
空
気
」
を
感
じ
て
外
に
出
た
が
、
そ

の
後
で
次
の
よ
う
な
展
開
に
な
る
。

シチュアシオニストとカウンターモニュメント（滝波）

も
う
少
し
漂
流
し
て
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
橋
ま
で
来
た
と
き
、
ギ
ャ
ン
グ
映
画
の
伝
統
で
、
レ
ト
リ
ス
ト
達
は
バ
ー
に
い
た
う
ち
の
二
人
か
ら

尾
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
ギ
ャ
ン
グ
映
画
の
伝
統
で
は
、
追
っ
手
を
か
わ
す
た
め
に
気
を
取
り
戻
す
必

要
が
あ
る
と
思
い
、
橋
を
無
雑
作
に
渡
り
、
唐
突
に
右
手
を
と
っ
て
シ
テ
島
の
河
岸
を
下
っ
た
。
さ
ら
に
走
っ
て
ポ
ン
ヌ
フ
橋
の
下
を
抜

け
、
ヴ
ェ
ー
ル
B
ギ
ャ
ラ
ン
公
園
ま
で
来
た
。
そ
れ
か
ら
、
ア
ン
リ
乱
世
像
の
裏
に
隠
れ
て
い
る
階
段
を
上
っ
て
ポ
ン
ヌ
フ
広
場
ま
で
戻

っ
た
。
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
別
の
男
二
人
が
、
お
そ
ら
く
オ
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
河
岸
の
土
手
側
に
身
を
乗
り
出
せ
る
よ
う
に
、
像
の
前
ま
で
走

っ
て
来
て
、
レ
ト
リ
ス
ト
達
が
現
わ
れ
る
の
を
確
か
め
る
た
め
急
停
止
し
た
。
と
い
う
の
も
オ
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
河
岸
は
、
階
段
の
存
在
を

無
視
す
れ
ば
、
ヴ
ェ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
ン
公
園
か
ら
の
唯
一
の
出
口
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ギ
ャ
ン
グ
映
画
さ
な
が
ら
に
、
ド
ゥ
ボ
ー
ル
達
は
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
男
達
に
追
い
掛
け
ら
れ
、
シ
テ
島
西
端
に
あ
る
ヴ
ェ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ

ン
公
園
ま
で
逃
げ
て
く
る
。
そ
こ
か
ら
ま
た
公
園
の
東
隣
に
あ
る
ポ
ン
ヌ
フ
広
場
の
方
へ
戻
る
が
、
そ
の
広
場
に
は
ア
ン
リ
四
世
の
騎
馬
像
が

立
っ
て
い
る
。
漂
流
の
報
告
で
は
、
騎
馬
像
の
存
在
意
義
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
も
の
で
は
な
く
、
公
園
か
ら
広
場
へ
の
階
段
を
隠
す
物
理
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
暗
に
語
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
ド
ゥ
ボ
ー
ル
達
は
こ
の
あ
と
も
急
ぎ
足
で
逃
げ
続
け
、
ア
ン
テ
ル
ナ
シ
オ
ナ
ル
・
レ
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ト
リ
ス
ト
の
本
部
が
あ
り
、
の
ち
に
『
ア
ン
テ
ル
ナ
シ
オ
ナ
ル
・
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
』
誌
の
編
集
部
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
モ
ン

タ
ー
ニ
ュ
・
サ
ン
ト
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
通
り
へ
辿
り
着
く
。
そ
し
て
、
「
不
安
な
空
気
が
増
す
な
か
、
夜
の
帳
が
降
り
て
く
る
」
と
い
う
記
述

で
報
告
は
終
わ
る
。

①
し
σ
Φ
∋
餌
註
幻
○
¢
ぴ
国
》
d
（
6
9
）
”
ト
ミ
・
ミ
譜
防
ミ
跨
譜
霊
寺
㌔
誉
、
§
ミ
§
“

　
電
ミ
馨
ダ
誉
、
§
§
鍔
O
累
菊
ρ
b
も
■
一
〇
Q
Q
山
一
G
Q
‘

②
ギ
i
・
ド
ゥ
ボ
…
ル
（
～
九
九
九
）
『
映
画
に
反
対
し
て
ー
ド
ゥ
ボ
…
ル
映

　
画
作
品
全
集
（
上
）
』
（
木
下
　
誠
訳
）
、
現
代
思
潮
社
、
七
一
頁
。

③
前
掲
1
一
⑦
の
U
国
ω
○
幻
U
（
卜
、
O
O
9
も
．
ミ
刈
■

④
O
葛
U
国
ゆ
○
カ
U
（
む
0
①
Y
・
・
6
ま
鼠
Φ
匹
㊦
ご
ら
匿
く
Φ
…
卜
翁
卜
～
ミ
恥
さ
爵

　
⇒
ρ
P
や
c
Q
．

⑤
前
掲
1
一
④
の
滝
波
（
二
〇
〇
七
）

⑥
O
蔓
U
国
o
d
O
菊
U
舞
O
鵠
毛
O
轡
ζ
》
翼
（
H
り
O
①
）
”
＾
≧
。
匹
①
匹
．
自
営
9
島

　
象
8
ロ
∋
Φ
ヨ
㊦
曇
▼
v
■
卜
跨
卜
貼
q
、
携
〉
ミ
鈴
目
ρ
○
○
㍗
や
①
■

⑦
H
暮
Φ
ヨ
9
。
ロ
巴
‘
。
厚
［
三
ω
応
（
一
㊤
α
①
）
”
・
菊
窪
。
。
書
①
ω
簿
ぎ
虐
露
Φ
ω

　
8
p
ω
Φ
2
ユ
診
卿
。
尾
濠
鼠
く
Φ
8
訂
梓
ぎ
β
㊤
γ
卜
戸
田
9
、
，
禽
さ
舞
p
o
．
P
℃
℃
・

　
｝
O
鵡
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
評
価
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
口
ト
ン
ド

　
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
最
も
価
値
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
ロ
ト
ン
ド
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
あ
る
オ
ベ
ー
ル
ヴ
ィ
リ
エ
へ
の
漂
流
の
報
告
を
読
め
ば
、
こ
の
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

パ
リ
の
北
の
郊
外

彼
ら
は
マ
ル
タ
ン
運
河
の
終
点
に
現
わ
れ
、
不
意
に
ク
ロ
ー
ド
・
ニ
コ
ラ
・
ル
ド
ゥ
の
見
事
な
ロ
ト
ン
ド
に
出
会
っ
た
。
そ
れ
は
ほ
と
ん

ど
廃
虚
と
化
し
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
打
ち
捨
て
ら
れ
て
い
た
が
、
す
ぐ
近
く
を
カ
ー
ブ
す
る
メ
ト
ロ
の
高
架
橋
の
お
か
げ
で
魅
力
を
大

い
に
増
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
か
つ
て
「
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
革
命
」
に
引
用
さ
れ
た
ト
ゥ
ハ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
元
帥
の
幸
せ
な
予
測
、
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す
な
わ
ち
城
館
と
泉
水
の
間
に
工
場
が
建
て
ば
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
美
は
増
す
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
が
思
い
起
こ
さ
れ
た
。
こ
の
場
所
を
調
べ

た
レ
ト
リ
ス
ト
達
は
、
ル
ド
ゥ
の
ロ
ト
ン
ド
を
中
心
と
す
る
重
要
な
心
理
地
理
学
上
の
転
車
台
を
見
出
し
、
そ
の
転
車
台
が
ジ
ョ
レ
ス
・

ス
タ
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
構
成
し
、
最
低
で
も
マ
ル
タ
ン
運
河
、
シ
ャ
ベ
ル
通
り
、
オ
ベ
ー
ル
ヴ
ィ
リ
エ
通
り
、
ウ
ル
ク
運
河

の
四
つ
か
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
以
上
の
心
理
地
理
学
上
の
傾
斜
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。

シチュアシオニストとカウンターモニュメント（滝波）

　
い
く
つ
か
の
地
名
と
用
語
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
ま
ず
マ
ル
タ
ン
運
河
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
サ
ン
マ
ル
タ
ン
運
河
を
表
わ
し
て
い
る
。

シ
チ
ュ
ア
シ
勢
門
ス
ト
は
既
存
の
価
値
体
系
に
反
発
す
る
意
味
で
、
地
名
の
頭
に
あ
る
「
サ
ン
／
サ
ン
ト
ω
鉱
導
＼
ω
鉱
馨
①
」
を
外
し
て
言
う

こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
ジ
ョ
レ
ス
・
ス
タ
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
ジ
ョ
レ
ス
通
り
と
ス
タ
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
広
場
を
中
心
と
す
る

雰
囲
気
ユ
ニ
ッ
ト
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ロ
ト
ン
ド
は
円
形
の
建
造
物
を
、
メ
ト
ロ
の
高
架
橋
は
一
般
に
地
下
を
走
る
メ
ト
ロ
が
一
部
で

地
上
に
出
る
橋
梁
部
分
を
指
し
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
箇
所
の
要
点
は
二
つ
に
絞
ら
れ
、
一
つ
は
ロ
ト
ン
ド
が
魅
力
的
な
こ
と
、
も
う
一
つ
は

ロ
ト
ン
ド
が
心
理
地
理
学
上
の
転
車
台
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
心
理
地
理
学
上
の
転
車
台
は
、
複
数
の
異
な
る
雰
囲
気
ユ
ニ
ッ
ト
へ
漂

流
の
ル
ー
ト
が
出
て
い
る
よ
う
な
結
節
点
を
意
味
す
る
。

　
ロ
ト
ン
ド
は
観
光
的
に
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
し
か
し
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
そ
れ
は
「
打
ち
捨
て
ら
れ
て
い

た
」
一
九
五
〇
年
代
で
も
変
わ
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
対
し
て
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
反
発
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ

の
魅
力
を
説
明
し
、
心
理
地
理
学
上
の
転
車
台
で
あ
る
と
さ
え
述
べ
る
。
な
ぜ
ロ
ト
ン
ド
は
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
シ
チ
ユ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
評

価
を
得
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
理
由
の
一
つ
は
、
ロ
ト
ン
ド
を
作
っ
た
建
築
家
ク
ロ
ー
ド
網
ニ
コ
ラ
・
ル
ド
ゥ
に
あ
る
だ
ろ
う
。
ル
ド
ゥ
は
も
と
も
と
王
の
要
請
に
従
う
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

廷
建
築
家
だ
っ
た
が
、
入
市
徴
税
所
を
建
て
民
衆
の
反
感
を
買
っ
た
こ
と
を
も
あ
っ
て
、
最
終
的
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
建
築
家
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
と
が
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
評
価
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
よ
り
大
き
な
理
由
は
、
建
造
物
と
し
て
の
ロ
ト
ン
ド
の
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魅
力
で
あ
る
。
漂
流
の
報
告
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ロ
ト
ン
ド
の
南
側
は
メ
ト
ロ
の
高
架
橋
が
カ
ー
ブ
す
る
地
点
で
あ
り
、
北
側
は
ヴ

ィ
レ
ッ
ト
運
河
に
通
じ
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
・
ド
ッ
ク
の
水
辺
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
高
架
橋
と
水
辺
に
囲
ま
れ
る
立
地
が
、
ロ
ト
ン
ド
の
建
築
を

引
き
立
て
て
い
る
。

　
し
か
し
そ
れ
は
、
「
城
館
と
泉
水
の
間
に
工
場
が
建
て
ば
ベ
ル
サ
イ
ユ
の
美
は
増
す
」
と
い
う
皮
相
的
な
発
想
と
は
違
う
。
シ
ュ
チ
ュ
ア
シ

オ
ニ
ス
ト
が
述
べ
る
の
は
架
空
の
思
い
付
き
で
は
な
い
。
フ
ェ
ル
ミ
エ
・
ジ
ェ
ネ
ロ
ー
す
な
わ
ち
徴
税
請
負
人
の
壁
（
一
七
八
四
～
九
｝
年
）
と

連
接
し
て
税
関
（
「
七
八
四
～
九
｝
年
）
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
パ
ン
タ
ン
徴
税
所
が
、
や
が
て
ド
ッ
ク
（
…
八
○
八
年
～
）
の
近
く
で
高
架
橋

（一

縺
Z
三
年
～
）
と
組
み
合
さ
れ
た
場
所
の
様
相
を
呈
す
る
ロ
ト
ン
ド
に
変
わ
っ
た
の
は
事
実
な
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ジ
ョ
レ

ス
隠
ス
タ
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
魅
力
は
、
ロ
ト
ン
ド
・
高
架
橋
∵
ド
ッ
ク
・
広
場
（
～
九
四
五
年
～
）
が
呼
応
し
合
う
状
態
に
あ
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
シ
チ
ュ
ア
シ
酒
鮨
ス
ト
自
身
は
述
べ
な
い
が
、
対
位
法
的
様
相
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
こ
に
カ
ナ
ダ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
グ
レ
ン
・
グ
ー
ル
ド
の
対
位
法
論
や
メ
デ
ィ
ア
論
が
重
な
っ
て
く
る
。
グ
ー
ル
ド
と
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス

ト
に
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
と
も
に
同
意
代
人
で
、
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
を
好
み
、
メ
デ
ィ
ア
の
有
り
方
に
関
心
を
持
っ
た
と
い
う
点
で
は
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
。
宮
澤
淳
一
が
グ
ー
ル
ド
の
考
え
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
人
々
が
同
時
に
話
す
雑
音
や
日
常
生
活
の
背
景

音
も
、
音
楽
的
に
異
な
る
声
の
呼
応
つ
ま
り
対
位
法
で
あ
り
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
再
現
で
き
る
と
い
う
。
終
わ
り
に
向
か
っ
て
主
題

が
目
的
論
的
に
展
開
し
て
い
く
劇
的
な
表
現
形
式
を
好
ま
な
い
グ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
は
、
断
片
的
・
反
復
的
・
可
変
的
で
複
数
の
声
部
が
並
存

す
る
対
位
法
は
評
価
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
グ
ー
ル
ド
は
、
一
回
限
り
の
演
奏
会
を
時
代
の
流
行
に
左
右
さ
れ
た
仰
々
し
い
儀
式
と
し
て

否
定
し
た
。
実
際
彼
は
、
す
ぐ
れ
た
音
楽
を
作
る
た
め
に
、
録
音
し
た
音
を
つ
な
い
で
編
集
し
、
何
度
も
聞
け
る
レ
コ
ー
ド
に
す
る
こ
と
に
大

き
な
価
値
を
置
い
て
い
た
。

　
物
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
軽
視
す
る
考
え
方
は
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
に
も
見
ら
れ
る
。
シ
ュ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
著
作
権
を
主
張
し
な

か
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
し
、
あ
ら
ゆ
る
物
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
脈
か
ら
切
り
取
っ
て
転
用
し
て
い
っ
た
表
現
活
動
に
は
、
ア
ウ
ラ
や
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オ
ー
セ
ン
テ
ィ
シ
テ
ィ
に
対
す
る
考
慮
も
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
に
は
、
日
常
的
な
音
環
境
に
着
目
す
る
視

点
も
あ
る
。
実
際
、
表
1
の
提
起
⑥
は
、
あ
る
駅
の
日
常
的
な
音
環
境
を
、
別
の
駅
の
日
常
的
な
音
環
境
に
入
れ
換
え
る
も
の
で
あ
る
し
、
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

理
地
理
学
の
対
象
に
は
、
都
市
や
通
り
だ
け
で
な
く
、
レ
コ
ー
ド
の
音
楽
や
人
々
の
会
話
ま
で
が
含
ま
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、
同
じ
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
に
対
し
て
は
強
い
対
抗
心
が
あ
る
が
、
イ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

リ
ア
の
画
家
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
デ
・
キ
リ
コ
に
は
親
近
感
を
持
っ
て
い
る
。
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
と
デ
・
キ
リ
コ
に
は
い
く
つ
か
共
通
点
が
あ
り
、

ど
ち
ら
も
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
と
同
じ
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
要
素
を
も
ち
な
が
ら
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ト
へ
の
敵
意
を
見
せ
、
建
築
が
与

え
る
感
情
を
評
価
し
、
謎
や
迷
宮
に
対
し
て
興
味
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
実
際
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
ロ
ト
ン
ド
は
、
デ
・
キ
リ
コ
の

形
而
上
絵
画
に
出
て
き
て
も
不
思
議
は
な
い
建
造
物
だ
と
言
え
る
。

　
デ
・
キ
リ
コ
は
｝
九
一
〇
年
代
に
、
「
イ
タ
リ
ア
広
場
」
シ
リ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
形
而
上
絵
爾
を
描
い
て
い
る
。
人
気
の
な
い
広
場
と

ア
ー
ケ
ー
ド
の
あ
る
建
物
が
テ
ー
マ
で
、
絵
に
よ
っ
て
、
旗
、
時
計
、
水
辺
、
円
塔
、
煙
突
、
汽
車
、
荷
車
、
船
、
煉
瓦
の
壁
、
ナ
ツ
メ
ヤ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
木
、
横
た
わ
る
彫
像
、
偉
人
の
立
像
、
騎
馬
像
な
ど
が
出
て
く
る
。
な
か
で
も
『
帰
還
の
謎
』
（
一
九
一
二
年
）
は
、
広
場
の
向
こ
う
に
円
柱

の
あ
る
建
物
と
帆
船
の
帆
の
先
端
が
見
え
る
絵
で
、
『
詩
人
の
喜
び
』
（
～
九
一
二
年
）
は
近
景
に
四
角
い
泉
、
中
景
に
ア
ー
ケ
ー
ド
の
建
物
、

遠
景
に
煉
瓦
の
壁
と
汽
車
が
見
え
る
絵
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
形
而
上
絵
画
を
合
わ
せ
れ
ば
、
高
架
橋
・
水
辺
・
広
場
・
ロ
ト
ン
ド
（
上
が

ア
；
ケ
ー
ド
の
あ
る
円
形
、
下
が
二
代
神
殿
の
よ
う
な
四
角
）
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
近
く
な
る
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
建
造
物
で
も
、

　
　
　
　
⑦

「
状
況
の
美
」
が
あ
れ
ば
、
高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
工
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ー
ル
公
園
の
胸
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
～
人
ミ
シ
ェ
ル
・
ベ
ル
ン
ス
タ
ン
の
心
理
地
理
学
報
告
に
、

出
て
く
る
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
目
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ー
ル
公
園
の
胸
像
が
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ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ー
ル
公
園
は
、
バ
ッ
ク
通
り
か
ら
不
思
議
な
空
地
に
よ
っ
て
隔
離
さ
れ
、
空
地
も
ま
た
、
本
来
の
意
味
で

の
公
園
か
ら
厚
い
垣
根
に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
の
側
で
閉
じ
ら
れ
、
本
来
の
公
園
と
バ
ッ
ク
通
り
の
通
行
人
の
間
に
距
離

を
つ
く
る
役
割
し
か
な
い
よ
う
に
み
え
る
こ
の
空
地
に
は
、
境
界
神
の
形
を
し
た
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
胸
像
が
、
ニ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

で
、
石
炭
殻
の
地
面
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
立
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
こ
の
場
所
の
唯
一
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
、
人
気
の
な
い
公
園
へ
の
視

界
を
い
っ
そ
う
遮
り
、
立
ち
入
り
を
禁
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
非
常
に
立
派
な
キ
オ
ス
ク
で
あ
る
。
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簡
単
に
言
え
ば
、
本
来
の
公
園
部
分
、
厚
い
垣
根
、
胸
像
の
あ
る
空
地
、
バ
ッ
ク
通
り
が
連
続
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
通
り
か
ら
本
来
の
公

園
部
分
を
引
き
離
す
の
が
空
地
の
役
割
で
、
通
り
か
ら
本
来
の
公
園
部
分
へ
の
視
線
を
立
ち
切
る
の
が
胸
像
の
役
割
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

と
く
に
作
家
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
胸
像
に
つ
い
て
は
、
視
界
を
遮
る
空
間
配
置
上
の
機
能
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、

空
地
の
「
唯
一
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
（
中
略
）
非
常
に
立
派
な
キ
オ
ス
ク
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
キ
オ
ス
ク
の
元
々
の
意
味
は
庭
園
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

あ
る
四
方
が
開
い
た
あ
ず
ま
屋
だ
が
、
こ
こ
で
は
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
像
の
後
ろ
に
あ
る
横
長
の
屋
根
付
き
簡
易
休
憩
所
を
指
す
。
つ
ま
り
、

本
来
の
公
園
部
分
と
通
り
は
、
胸
像
を
中
心
と
し
た
空
地
に
よ
っ
て
隔
離
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
隔
離
を
空
地
の
中
に
あ
る
簡
易
休
憩
所
が
助
長

し
て
い
る
。
ま
た
、
公
園
内
の
「
唯
一
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
が
、
「
地
面
を
見
下
ろ
す
」
胸
像
で
は
な
く
、
美
術
的
・
歴
史
的
価
値
の
な
い
簡

易
休
憩
所
な
の
も
お
も
し
ろ
い
。
し
か
も
そ
の
簡
易
休
憩
所
は
、
単
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
は
な
く
、
「
非
常
に
立
派
な
」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

書
か
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
像
の
反
転
は
、
な
ぜ
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、
胸
像
で
は
な
く
、
簡
易
休
憩

所
を
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
、
既
存
の
価
値
意
識
を
転
覆
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
は
言
い
換
え
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
。
一
般
に
広
場
と
言
え
ば
、
高
い
塔
や
彫
像
が
中
央
に
孤
立
し
、
そ
の
周
囲
に
空
間
が
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
”

エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ー
ル
の
空
地
の
場
合
、
胸
像
と
簡
易
休
憩
所
が
背
中
合
わ
せ
に
あ
る
こ
と
で
、
一
般
的
な
彫
像
観
と
は
違
う
印
象
が
作
ら
れ
る
。
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そ
の
上
、
彫
像
と
一
体
化
し
た
簡
易
休
憩
所
が
公
園
へ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
遮
断
し
て
い
る
の
で
、
い
っ
そ
う
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
キ
オ
ス

ク
の
慣
習
的
な
形
態
と
は
異
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
彫
像
や
建
造
物
の
独
特
な
配
置
に
、
シ
チ
ュ
ア
シ
虚
心
ス
ト
は
新
し
い
都
市
計
画
の
可

能
性
を
見
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
ベ
ル
ン
ス
タ
ン
は
、
パ
リ
の
中
心
に
あ
る
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
塔
に
も
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
塔
は
か
つ
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
巡
礼
地
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
目
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
へ
の
起
点
に
位
置
す
る
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
ほ
ド
・
ラ
・
ブ
シ
ュ
リ
ィ
教
会
の
鐘
楼
だ
っ
た
。
し
か
し
オ
ス
マ
ン
の
パ

リ
大
改
造
の
時
代
、
リ
ヴ
ォ
リ
通
り
を
造
る
た
め
に
、
教
会
が
一
七
九
七
年
に
取
り
壊
さ
れ
る
と
、
塔
だ
け
残
さ
れ
、
一
八
九
一
年
か
ら
は
気

象
観
測
所
が
置
か
れ
て
い
る
。
表
1
の
よ
う
に
、
教
会
の
部
分
撤
去
を
提
案
す
る
彼
女
と
し
て
は
、
こ
の
事
実
は
肯
定
で
き
る
。
つ
ま
り
、
教

会
と
い
う
初
期
の
枠
組
み
か
ら
外
さ
れ
、
偶
発
的
に
別
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
塔
に
存
在
意
義
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
サ
ン
ジ

ャ
ッ
ク
塔
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
の
記
述
が
な
い
の
で
、
評
価
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
ま
で
は
言
え
ず
、
変
更
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に

留
ま
る
だ
ろ
う
。

（
3
）
　
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
場
の
騎
馬
像

　
最
後
に
、
映
画
『
か
な
り
短
い
時
間
で
の
何
人
か
の
通
行
に
つ
い
て
』
の
終
り
近
く
に
出
て
く
る
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
場
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
。
広
場
の
シ
ョ
ッ
ト
は
比
較
的
長
く
、
図
5
に
示
す
よ
う
に
、
最
初
は
街
灯
が
画
面
の
中
心
に
現
わ
れ
る
。
そ
し
て
カ
メ
ラ
は
そ
の
ま

ま
右
へ
水
平
移
動
す
る
。
シ
ョ
ッ
ト
技
法
で
奮
う
パ
ン
で
あ
る
。
や
が
て
画
面
か
ら
街
灯
は
消
え
、
広
場
だ
け
の
場
面
に
な
る
が
、
す
ぐ
に
ル

イ
十
四
世
の
騎
馬
像
が
登
場
し
、
さ
ら
に
右
隣
に
別
の
街
灯
が
出
て
き
て
騎
馬
像
と
並
び
映
像
は
終
わ
る
。
こ
の
シ
ョ
ッ
ト
に
は
音
楽
も
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
入
っ
て
い
る
し
、
な
に
よ
り
騎
馬
像
が
堂
々
を
映
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
そ
も
そ
も
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
場
は
、
レ
ア
ー
ル
地
区
の
報
告
で
、
民
衆
的
な
レ
ア
ー
ル
に
対
す
る
「
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
界
隈
の
防
衛
点
」
と
さ

れ
た
場
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
ザ
・
ネ
イ
キ
ッ
ド
・
シ
テ
ィ
』
の
地
図
で
は
、
そ
こ
だ
け
丁
寧
に
空
白
に
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）
。
そ
れ
な
の
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図5　映画でのヴィクトワール広場のショット

1）カメラを水平に回すパンなので，上の街
　灯の写真から下の騎馬像と街灯の写真へと場

　面が変わていく。

2）写真は，次のDVDから静止画像を取っ
　た。　（Euvres　cine’matograPh麦7ues　comPletes．

　Gau皿ont，2005．
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に
な
ぜ
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
騎
馬
像
を
付
け
て
ま
で
映
像
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
部
分
の
シ
ナ
リ
オ
を
参
照
し
て
み
た
い
。
映
像

の
注
釈
は
「
夜
明
け
の
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
場
の
ゆ
っ
く
り
し
た
パ
ノ
ラ
マ
」
で
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
「
も
う
一
度
、
同
じ
通
り
の
朝
。
も
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

一
度
、
同
じ
よ
う
に
過
し
た
幾
夜
も
の
疲
れ
。
そ
れ
は
長
く
続
い
て
き
た
歩
み
だ
」
と
な
っ
て
い
る
。
似
た
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
レ
ア
ー
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

シ
ー
ン
に
も
あ
り
、
「
あ
れ
ほ
ど
歩
い
た
迷
宮
に
は
朝
の
疲
れ
と
寒
さ
が
あ
っ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
レ
ア
ー
ル
の
ナ
レ
ー
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ン
が
希
望
に
満
ち
た
漂
流
や
心
理
地
理
学
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
場
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
前

に
「
私
達
は
痛
め
ら
れ
、
分
離
さ
れ
て
い
る
。
時
代
は
進
ん
で
も
、
私
達
は
何
も
変
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
あ
り
、
そ
の
後
に
「
こ
れ
以
上
飲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

む
の
は
本
当
に
難
し
い
」
と
続
く
の
で
、
社
会
を
変
え
ら
れ
な
い
諦
め
の
気
分
を
示
し
て
い
る
。
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
飲
む
こ
と

は
、
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
”
デ
阿
プ
レ
界
隈
の
カ
フ
ェ
の
シ
ー
ン
に
頻
繁
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
日
常
行
為
の
一
つ
で
あ
る
。
逆
に
、
飲
め
な
く
な

る
こ
と
は
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
活
動
が
止
ま
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。



シチュアシオニストとカウンターモニュメント（滝波）

　
諦
め
の
気
分
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
地
区
の
ヴ
イ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
場
が
合
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
で
堂
々
と
し
た
騎
馬
像
の
説
明
が
可
能
に
な

る
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
五
〇
年
代
の
広
場
の
社
会
経
済
的
な
性
格
と
、
広
場
や
騎
馬
像
そ
の
も
の
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
映
像
で

は
、
ま
ず
広
場
に
街
灯
が
現
わ
れ
、
次
に
騎
馬
像
が
出
て
き
て
、
最
後
に
騎
馬
像
と
別
の
街
灯
が
並
ぶ
。
こ
う
し
た
シ
ョ
ッ
ト
で
は
、
騎
馬
像

と
街
灯
は
映
像
的
に
似
た
も
の
に
見
え
る
。
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、
街
灯
を
付
け
た
り
消
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
民
衆
の
自
由
に

す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
が
（
表
1
）
、
騎
馬
像
も
撤
去
し
た
り
名
称
変
更
し
た
り
す
る
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際

ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
場
の
彫
像
は
、
い
ろ
い
ろ
な
変
遷
を
経
て
来
て
い
る
。
次
に
示
す
一
九
五
〇
年
代
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、

広
場
や
彫
像
を
巡
る
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
潮
笑
さ
れ
る
街
灯
、
絵
で
代
用
さ
れ
る
建
物
、
節
約
で
外
さ
れ
る
街
灯
、
次
々
に
撤

去
・
溶
解
さ
れ
る
彫
像
な
ど
は
、
シ
チ
ュ
ア
シ
二
型
ス
ト
の
「
パ
リ
市
の
合
理
的
美
化
計
画
」
の
提
案
に
似
て
い
て
、
お
か
し
さ
さ
え
伝
わ
っ

て
く
る
。
こ
う
し
た
事
実
が
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
興
味
を
そ
そ
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
な
お
、
ド
ゥ
ゼ
像
を
溶
か
し
て
作
っ
た
ア
ン
リ

四
世
像
は
、
男
達
に
追
わ
れ
た
漂
流
の
報
告
で
階
段
を
隠
す
と
さ
れ
た
彫
像
で
も
あ
る
。

除
幕
式
は
＝
ハ
八
六
年
で
、
ル
イ
十
四
世
像
は
徒
歩
に
戴
冠
式
の
装
い
で
、
頭
に
勝
利
の
月
桂
樹
を
載
せ
て
い
た
。
台
座
は
六
つ
の
浮
彫

り
で
飾
ら
れ
、
角
に
西
蘭
普
填
の
占
領
地
を
示
す
四
捕
虜
像
が
置
か
れ
た
。
像
全
体
は
街
灯
付
き
の
四
組
の
円
柱
で
囲
ま
れ
、
夜
間
点
灯

し
た
が
、
薪
発
想
の
た
め
パ
リ
市
民
に
嘲
笑
さ
れ
た
。
翌
年
ル
イ
十
四
世
が
広
場
を
訪
れ
た
。
欠
け
た
建
物
は
、
布
に
絵
を
書
い
て
代
用

し
た
。
広
場
外
事
の
建
物
が
す
べ
て
完
成
し
た
の
は
一
七
世
紀
末
だ
っ
た
。
（
中
略
）
一
六
九
九
年
置
は
節
約
で
街
灯
を
撤
去
、
一
七
〇

〇
年
に
は
台
座
と
捕
虜
像
を
ル
ー
ヴ
ル
へ
移
動
、
一
七
九
二
年
に
は
王
像
を
溶
解
、
一
八
〇
六
年
に
は
古
代
戦
士
の
姿
を
し
た
裸
の
ド
ゥ

ゼ
像
を
設
置
し
た
。
し
か
し
ド
ゥ
ゼ
像
も
炉
に
入
れ
ら
れ
、
ポ
ン
ヌ
フ
広
場
の
ア
ン
リ
四
世
像
に
な
っ
た
。
今
日
の
ル
イ
太
陽
王
騎
馬
像

は
一
八
二
二
年
の
ボ
シ
オ
作
で
あ
る
。
（
Q
ミ
譜
・
會
ぎ
ミ
ミ
q
ミ
ミ
寒
註
角
し
浅
ρ
℃
織
。
。
）
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ま
た
騎
馬
像
そ
の
も
の
も
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
考
え
る
美
に
合
致
し
た
に
違
い
な
い
。
デ
・
キ
リ
コ
の
形
而
上
絵
画
で
は
空
虚
な
広

場
の
中
央
に
騎
馬
像
が
出
て
く
る
が
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
も
画
面
の
構
成
美
と
し
て
騎
馬
像
を
撮
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
シ
チ
ュ
ア

シ
オ
ニ
ス
ト
の
場
合
、
街
灯
と
騎
馬
像
を
並
置
す
る
点
が
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
映
さ
な
い
た
め
、
カ
メ
ラ
を

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
場
所
に
置
く
よ
う
な
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
達
で
あ
る
。
本
当
に
ル
イ
十
四
世
騎
馬
像
を
拒
絶
し
て
い
る
な
ら
ば
、
正
面
か

ら
の
全
体
像
で
映
画
に
登
場
さ
せ
る
と
は
思
え
な
い
。
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①
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シチュアシオニストとカウンターモニュメント（滝波）

　
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、
原
則
と
し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
反
対
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
す
べ
て
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
否
定
す
る

よ
う
な
行
動
に
出
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
シ
チ
ュ
ア
シ
記
紀
ス
ト
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
関
わ
る
手
段
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に

あ
る
。

　
例
え
ば
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
目
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
ー
ル
の
胸
像
や
ポ
ン
ヌ
フ
の
騎
馬
像
の
よ
う
に
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
偉

大
な
人
物
の
記
憶
や
時
代
的
・
美
術
的
な
価
値
を
込
め
る
の
で
は
な
く
、
即
物
的
に
空
間
配
置
上
の
働
き
を
求
め
よ
う
と
す
る
。
時
代
的
・
美

術
的
な
価
値
は
語
ら
れ
る
こ
と
で
存
続
す
る
の
で
、
徹
底
的
に
無
視
す
れ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
排
除
に
繋
が
る
。
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
や
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ
ド
が
言
及
さ
れ
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
理
由
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
シ
チ
ュ
ア
シ

オ
ニ
ス
ト
に
は
、
パ
ン
テ
オ
ン
や
ヴ
ァ
ル
・
ド
・
グ
ラ
ス
の
映
像
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
一
部
分
だ
け
を
表
現
し
て
不
明
瞭
に
す
る
方
法
が
あ
る
。

あ
る
い
は
、
映
画
の
技
術
ノ
ー
ト
が
述
べ
て
い
た
が
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
画
面
に
出
さ
な
い
た
め
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
位
置
す
る
場
所
に
カ
メ

ラ
を
置
く
方
法
も
あ
る
。
ど
ち
ら
の
方
法
も
、
見
る
者
（
人
々
）
と
見
ら
れ
る
物
（
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
）
と
の
～
方
的
な
関
係
を
相
互
的
な
関
係
に

変
え
、
そ
の
相
互
性
を
利
用
し
て
、
ま
っ
た
く
見
え
な
い
か
、
部
分
的
に
し
か
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト

は
、
「
パ
リ
市
の
合
理
的
美
化
計
画
」
の
提
起
の
よ
う
に
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
名
称
や
意
味
を
変
え
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
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は
名
称
や
意
味
だ
け
の
存
在
で
は
な
い
。
実
態
と
し
て
の
位
置
や
形
態
も
持
っ
て
い
る
。
名
称
や
意
味
を
変
え
る
こ
と
は
比
較
的
簡
単
で
も
、

位
置
や
形
態
は
な
か
な
か
変
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ト
の
ロ
ト
ン
ド
や
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
広
場
の
彫
像
に
対
し
て
行
な
っ
た
よ
う

に
、
意
味
的
に
別
の
文
脈
に
あ
る
が
空
間
的
に
隣
接
す
る
異
種
の
も
の
と
組
み
合
わ
せ
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
相
対
的
に
変
え
て
し
ま

う
の
で
あ
る
。

　
変
更
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
、
評
価
さ
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
、
大
き
な
意
味
で
の
転
用
の
結
果
だ
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
既
存
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
像
は
壊
さ
れ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
つ
ま
り
対
抗
す
る
も
う
～
つ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
像
が
作
り
出
さ
れ
る
。
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
物
理
的
な
破
壊
は
、
実
際
に
は
難
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
転
用
と
い
う
手
法
が
有
効
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

転
用
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
す
る
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
発
想
は
、
現
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
見
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
ツ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

リ
ズ
ム
に
は
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
部
品
を
つ
な
ぎ
、
遊
び
に
変
え
て
し
ま
う
性
質
、
換
言
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
事
物
で
も
観
光
対
象
に
し
て

し
ま
う
性
質
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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（
2
）
　
複
合
的
な
指
標

　
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
一
括
し
て
否
定
し
な
い
理
由
が
分
か
っ
て
も
、
な
ぜ
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
変
更
・
評
価
さ
れ
、

な
ぜ
別
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
否
定
・
無
視
さ
れ
る
の
か
は
、
依
然
と
し
て
分
か
り
に
く
い
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
評
価
・
変
更
・
否
定
に
区
分
す

る
基
準
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
試
み
に
、
評
価
・
変
更
・
否
定
の
対
象
と
さ
れ
た
パ
リ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
、
成
立
年
代
と
観
光
重
要
度
か
ら
な
る
表
の
中
に
置
い
て
み
よ

う
。
観
光
重
要
度
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
観
光
事
情
を
最
も
よ
く
表
わ
す
と
言
え
る
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
「
ギ
ド
・
レ
ジ

オ
ナ
ル
・
ミ
シ
ュ
ラ
ン
」
の
『
パ
リ
』
（
一
九
五
六
年
）
に
出
て
く
る
星
ラ
ン
ク
を
用
い
る
。
そ
の
結
果
、
明
確
な
傾
向
が
現
わ
れ
た
（
表
3
）
。

す
な
わ
ち
、
年
代
が
古
く
か
つ
星
が
少
な
い
ほ
ど
（
表
中
の
点
線
よ
り
左
下
）
肯
定
さ
れ
、
年
代
が
新
し
く
星
が
多
い
ほ
ど
（
庭
中
の
点
線
よ
り
右
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表3　パリのモニュメントの成立年代と観光ランク

1699以前 1700年代 1800年代 1900年代

三ツ星

ニツ星

一ツ星

ゼロ星

無記述

×

AA　］
A

AX
×

×

＠ ＠AA×

　A

　X

AXX
＠A

1）対象としたのは，表1，表2，そして本文で検討した10ヶ所の計20ヶ所で，◎印が評価，

△印が変更，×印が否定を示す。

2）　星ランクは，Michelin社のGuide　i’egional　Michelin：　Paiis，1956．

上
）
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
成
立
年
代
の
新
旧
だ
け
、
星
ラ
ン
ク
の
高
低
だ
け
で
は

基
準
に
な
ら
ず
、
二
つ
を
複
合
し
て
初
め
て
指
標
と
し
て
の
意
味
が
出
て
く
る
点
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
テ
ク
ス
ト
で
は
明
示
さ
れ
な
い
が
、
気
に
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
の
で
、

い
く
つ
か
表
に
入
れ
て
み
る
と
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
（
一
八
○
○
年
代
／
三
ツ
星
）
は
否
定
さ
れ
る
右
上
の
範

域
に
、
ル
テ
チ
ア
の
古
代
劇
場
（
一
六
九
九
年
以
前
／
一
ツ
墨
）
は
肯
定
さ
れ
る
左
下
の
範
域
に
入
る
。
コ

ン
コ
ル
ド
広
場
の
オ
ベ
リ
ス
ク
（
一
八
○
○
年
代
／
一
ツ
星
）
は
ぎ
り
ぎ
り
で
否
定
さ
れ
る
範
域
に
、
サ
ン

ジ
ェ
ル
マ
ン
”
デ
目
プ
レ
教
会
（
～
六
九
九
年
以
前
／
ニ
ツ
星
）
は
逆
に
ぎ
り
ぎ
り
で
肯
定
さ
れ
る
範
域
に
来

る
。　

こ
こ
で
再
度
表
3
に
戻
る
と
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
多
く
が
表
中
の
左
上
か
ら
右
下
へ
と
並
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
示
す
。
と
い
う
の
も
、
現
代
ツ
ー
リ
ズ
ム

で
は
年
代
の
新
旧
と
星
ラ
ン
ク
の
高
低
が
あ
る
程
度
相
関
し
、
年
代
が
古
く
星
の
少
な
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

や
、
年
代
が
新
し
く
星
の
多
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
、
そ
れ
ほ
ど
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
多
く

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
表
3
の
左
上
か
ら
右
下
へ
向
か
う
点
線
付
近
に
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
評
価
軸
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
評
価
軸
と
直
交
す
る
よ
う
に
、
左
下
（
カ

ウ
ン
タ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
範
域
）
か
ら
右
上
（
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
範
域
）
の
方
向
に
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、

シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
価
値
体
系
が
、
一
八
○
度
正
反
対
に
異
な
る
反
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
な
く
、
九
〇

度
だ
け
ず
れ
る
も
う
一
つ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
実
際
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
反
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
立
場
な
ら
ば
、
成
立
年
代
に
か
か
わ
ら
ず
、
観
光

的
価
値
の
低
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
け
を
評
価
す
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
画
～
的
な
高
層
大
型
団
地
（
グ
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ラ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）
の
建
設
が
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
本
格
化
す
る
中
で
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
流
の
近
代
主
義
や

機
能
無
芯
を
強
く
批
判
し
た
が
、
そ
う
し
た
立
場
に
立
て
ば
、
近
代
的
で
な
い
古
い
建
築
ほ
ど
い
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ

ス
ト
は
、
古
さ
を
取
る
か
（
多
く
の
場
合
、
星
が
増
え
る
）
、
星
の
少
な
さ
を
取
る
か
（
多
く
の
場
合
、
新
し
く
な
る
）
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
ら
な

い
た
め
に
、
古
く
て
も
星
が
多
か
っ
た
り
、
星
が
少
な
く
て
も
新
し
け
れ
ば
否
定
す
る
と
い
う
、
複
合
的
な
指
標
を
設
け
た
の
だ
っ
た
。
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（
3
）
　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
論

　
結
局
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
拒
否
し
た
の
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
集
合
像
で
あ
っ
て
、
個
々
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
は
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
集
合
像
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
ま
ず
カ
ウ
ン
タ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
か
ら
考
え
て
い
こ
う
。

　
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
転
用
か
ら
作
り
出
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
即
物
性
、
相
互
性
、
可
変
性
の
三
つ

の
性
質
で
ま
と
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
抽
象
的
で
は
な
く
即
物
的
な
空
聞
配
置
上
の
…
機
能
を
与
え
、
見
る
者
と
見
ら
れ

る
物
と
の
相
互
的
な
関
係
を
逆
手
に
と
っ
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
応
用
し
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
有
し
て
い
る
不
変
的
な
名
称
・
意
味
あ
る
い
は
位

置
・
形
態
を
変
え
た
結
果
、
生
ま
れ
た
も
の
が
カ
ウ
ン
タ
ー
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
裏
返
せ
ば
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
、
象
徴
性
、
可
視
性
、
固
定
性
の
性
質
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

象
徴
性
は
、
狭
義
の
実
用
性
や
効
用
性
で
は
な
く
、
精
神
的
・
抽
象
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
実
用
的
な

機
能
も
あ
る
が
、
や
は
り
象
徴
的
な
意
味
の
方
が
大
き
い
。
ま
た
可
視
性
は
、
多
く
の
人
々
か
ら
よ
く
見
え
る
位
置
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
視
線
を
集
め
る
よ
う
な
特
権
的
な
形
で
地
表
上
を
占
有
す
る
の
も
、
こ
の
可
視
性
の
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
固
定
性
は
、
古

い
歴
史
・
偉
大
な
人
物
・
重
要
な
出
来
事
を
人
々
の
記
憶
に
留
め
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。
意
味
が
不
変
な
だ
け
で
な
く
、
位
置
や
形
態
も
変
わ

ら
な
い
こ
と
で
、
安
定
性
は
増
す
。
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②

　
こ
の
よ
う
な
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
観
は
、
ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
概
念
と
異
な
る
。
ル
フ
ェ
ー
ヴ

ル
の
言
う
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
死
を
超
え
る
永
続
性
、
帰
属
意
識
を
高
め
る
求
心
性
、
象
徴
や
物
質
や
視
線
の
対
象
に
還
元
で
き
な
い
身
体
性

と
い
っ
た
、
深
遠
で
根
源
的
な
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
塔
や
彫
像
で
は
な
く
内
部
に
空
間
を
持
っ
た
聖
堂
や
宮
殿
が
主
に
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
な
い
。
ま
た
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
建
造
物
が
近
代
以
降
の
空
間
の
抽
象
化
に
よ
っ
て
変
容
す
る
と
み

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題
で
な
い
。
重
要
な
の
は
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
近
代
以
前
の
全
体
的
な
経
験
の
場
と
肯
定
化
す
る

の
に
対
し
て
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
は
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
否
定
や
転
用
の
対
象
物
と
す
る
点
で
あ
る
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル

に
と
っ
て
は
人
間
を
超
え
る
大
き
な
存
在
で
あ
り
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
に
と
っ
て
は
人
間
の
関
与
と
操
作
が
及
ぶ
存
在
だ
と
言
え
る
。
し

か
し
、
そ
も
そ
も
両
者
の
間
に
は
、
研
究
者
と
し
て
現
実
の
把
握
と
事
実
の
客
観
性
を
重
視
す
る
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
立
場
と
、
行
動
者
と
し
て

社
会
で
の
実
践
や
作
品
の
創
造
を
重
視
す
る
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
の
立
場
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
は
あ
る
。

　
最
後
に
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
と
現
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
関
係
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
操
作
的
に
考
え
る
シ
チ
ュ
ア

シ
オ
ニ
ス
ト
の
中
に
、
現
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
萌
芽
が
見
え
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
が
方
向
付
け
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
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English　on　the　reverse　side　of　the　monurnent　be　changed　to　“This　stone　marl〈s

the　place　from　which　Japanese　War　Dead　were　removed　by　the　Japanese　Gov－

er㎜ent血1955．”In　the　end　the　Japanese　government　accepted　this　demand　be－

cause　collecting　remains　was　to　be　the　first　consideration．　This　type　of　monument

was　not　erected　in　“Asian　nations，”　such　as　Burrna　and　the　Philippines，　out　of　con－

sideration　for　local　feelings．

　　Indeed　the　dispatch　of　these　parties　in　the　1950s　achieved　a　certain　degree　of

success　as　a　means　to　solve　the　problem　of　the　disposition　of　the　remaiRs　of

Japanese　war　dead　overseas．　Thi’ough　the　efforts　of　these　parties　the　number　of

remains　collected　reached　11，844，　and　21　monuments　were　erected．　Never－

theless，　the．　remains　coilected　at　tbis　time　were　oniy　190　of　the　total，　and　by　con－

sidering　this　token　collection　of　symbo｝ic　remains　in　these　regions　as　the　comple－

tion　of　their　mission，　a　comprehensive　solution　to　the　problems　associated　with

the　overseas　Japanese　war　dead　was　put　off　into　the　future．　Moreover，　the　adop－

tion　of　the　poticy　of　leaving　the　maintenance　of　memorial　monuments　for　the

Japanese　war　dead　to　local　governments　resulted　in　the　premature　wea£hering　and

deterioratioR　of　the　monuments．　Thus，　the　approach　of　the　Japanese　Government

血（iispa亡ching　Parties亡。　coBect　remains　in　the圭950s　has　crea亡ed　a　legacy　of　prob－

lems　yet　to　be　solved．

L’lnternationale　Situationniste・　et　le　contre－monument：　une　origine　du

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sourisme　contemporain？

par

TAKINAMI　AI〈ihiro

　　Dans　1es　ann6es　1950，至es　situatio面stes　n’acceptaient　pas　les　sta加es　e毛

architectures　monumentales　a　Paris．　Des　monuments　comme　1’Arc　de　Triomphe　et

1’Op6ra　sont　rejet6s，　avec　des　expressions　assez　fortes　et　ironiques．　Cependant，

ils　ne　refusent　pas　forc6ment　tous　les　monuments．　En　examinant　les　rapports

de　la　“d6rive”　et　la　“psychog60graphie”　pubti6s　dans　leur　revues，　les　“plans

psychog60graphiques”　situ6s　hors　de　la　tradition　cartographique　et　les　films

documentaires　avant－gardistes，　on　peut　classer　les　monuments　non　rejet6s　en

deux　cat6gories：　ceux　modifi6s　et　ceux　admir6s．

　　Concernant　ceux　modifi6s，　on　peut　pr6senter　deux　exemples　typiques：　le　Va！一
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de－Grace　et　la　statue　6questre　d’Henri　IV．　En　regardant　un　f㎞tourn6　en　1959

（Sur　le　pa∬age　de　euelques　personnes＿），　on　peut　apercevoir　le　Val－de－Grace．

Mais，　si　le　dδme　du　batiment　est　6quilibr6，1’image　cin6matographique　n’est　pas　du

tout　hamlonieuse　ni　balanc6．　En　effet，　le　cadre　ne　nlet　pas　en　valeur　le　dome　qui

se　situe　en　ar艶re－P至an，　en　Ie　d6coupant　et　en　le　cachant　partiellement　par至e　mur

d’un　6di丘ce　qui，　lui，　丘gure　au　pre面er　plan．　On　cornprend　ici　roPPosi之圭on　du

r6aksateur　contre　茎a　perspective　dite　‘‘haussrnannienne’，　qui　est　a　r〔≦poque　la

norme　dans　la　repr6sentation　des　monuments．　Le　Val－de－Grace　est　aussi　dessin6

dans　un　plan　psycho960graphique　en　1957（Theノ＞dfeed　Cf砂）．　Sa　repr6senta£ion　est

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
nuanc6e：d’une　part　pos呈tive　dans　le　sens　que　la　Tour　Eiffel，1es　Champs－Elys6es

et　le　quartier　rnonumental　de　l’宝le　de　la　Cit｛S　sont　tous　effac6s，　et　d’autre　part

n6gat圭ve　puisqu’且est　dessi　16　comme　un　espace　emp6chant　1’accさs　en　d6rive．

　　Dans　le　cas　de　la　statue　6questre　d，Henri　IV　de　la　place　du　Pont－Neuf，　la　mod－

ification　du　monument　est　bien　clah℃．　Dans　un　rapport　de　1956，　les　situatio㎜istes

exphquent　que　Ia　s宅atue　cache　un　escalier　desservant　un　square　au　bout　de　I’ile．

Normalement　on　ne　d辻ait　jamais　d’une　statue　qu’eile　g6ne　quelque　chose　d’autre，

Ils　pensent　au　cδt6　pratique　et　spatial　et　non　pas　au　c6t（≦syrnboHque　et　historique

de　la　statue．　Aux　yeux　des　situationnistes，　Ineme　une　statue　d’un　roi　c61さbre　n’est

qu’une　chose　pos6e　sur　le　sol　et　elle　doit　s’int6grer　dans　l’am6nagement　public

id6a1．

Parmi　les　monuments　admii”6s，　celui　qui　marque　le　plus　est　la　rotonde　ba毛ie　par

Ledoux．　Cette　rotonde　de　la　V皿ette　est　d6crite　positivement　dans　un　long　rapport

de　Ia　d6rive　vers　AubervilHers　en　1956．　D’apr色s　les　tro圭s　situationnistes　d6rivants，

e涯eest　beaucoup　plus　charmante　avec　ti　sa　proXimit6　un　viaduc　du　m6tro　a6艶n．

Oubhent－ils　rohgine　de　Ia　rotonde？Probablement　pas．　Attach6e　au　mur　des　Fer－

miers　G6n6raux，　eBe　servait　b　taxer　l’entr6e　dans　la　ville　de　Paris　de　l784　ti　1791．

Mais　le　temps　a　pass6：gr2ce　b　ia　r6alisation　du　bassin　de　la　V坦ette　en　1808　et　la

construction　du　m6tro　a6rien　en　1903，　Ia　ro之onde　dans　les　a㎜6es　1950　n’est　plus

une　douane　monumentale　mais　un　site　attirant　entre　l’eau　et　le　m6tro．　L’apParence

de　la　rotonde　est　ainsi　complbtement　transform6e　par茎’espace　environnant．

　　La　statue　6questre　de　Louis　XIV　de　la　place　des　Victoires　est　aussi　adrnir6e

dans　une　sc色ne　de　Sur　le　passage　de　quelques　personnes＿．　Au　d6but，　on　apergoit

un　r6verbさre　au　m｛heu　de　r6cran．　Puis，　avec　le　mouvenlent　de　la　cam6ra，　ce

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
r6verb色re　disparaft　et　la　statue　vient　se　placer　au　centre　de　l’6cran．　A　la　fin，　on

peut　voir　dans　le　m6me　ca（h℃la　statue　et　un　autre　r6verbさre　cδte　b　c6te．　Cette

scさne　nous　mon毛re　qu’une　statue　monumentale　peut　s’int6grer　dans　I’espace

urbain　aussi　bien　qu’un　simp玉e　r｛≦verb色re．　Ce至a　sous－entend　auss圭que　l’on　pourrait

disposer　d’une　statue　comme　d’un　re’verbさre　qui　s’allume　et　s’6teint　a　notre
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volont6．　Les　situationnistes　expliquent　dans　la　fiche　technique　d’un　de　leurs　films

que　lorsque　la　cam6ra　risque　de　rencontrer　un　monument，　ils　1’6vitent　en　iilmant　b

1’inverse　du　point　de　vue　initial，　afln　de　cacher　totalement　le　monument．　C’est

donc　que　la　staeue　de　Louis　XIV　6tait　partie　kit6grante　de　cette　scene　agreable，

sinon　ils　auraient　essay6　de　ne　pas　1’y　faire　figurer．

　　En　conclusion，　on　peut　dire　que　c’est　la　notion　de　monument　elle－m6me　b　la－

quelle　les　situatiomistes　s’opposent；　et　une　partie　des　monuments　sont　r66valu6s．

Pour　etre　plus　pr6cis，　ce　ne　sont　plus　des　monuments．　Par　le　d6tournement　du

monument，　ils　cr6ent　en　fait　｝e　contre－monument：　en　retirant　a　un　monument　son

sens　historique　et　artistique，　ou　encore　en　plagant　un　monument　dans　un　contexte

dfi6rent　（exemp｝es　du　m6tro　et　du　r6verbere）．　Dans　1’id6e　des　situatiomistes，　un

monument　est　un　objet　b　op6rer，　b　d6tourner．．．　Ce　qui　est　trbs　proche　de　la　vi－

sion　du　tourisme　contemporain，　dont　le　concept　est　de　rendre　touristique　presque

n’importe　quoi　en　changeant　simplement　notre　fagon　de　voir．

　　Autre　question　laissee　en　suspens：　n’y　a－t－il　aucun　critere　de　distinction　des

monuments　chez　les　situationnistes？　En　r6aEt6　il　y　en　a　bien　un：　les　monuments

estimes　sont　gen6ralement　anciens　et　m6connus　tandis　que　ceux　crttiqu6s　sont

modernes　et　bien　coRnus．　Ce　genre　de　critere　est　contradictoire　de　ceux　du

tourisme　classique，　mais　corresponden£　bien　b　ceux　du　tourisme　contempoyain　oix

des　lieux　oubli6s　sont　devenus　1’un　aprbs　1’autre　de　nouveaux　sites　touristiques．

Le　but　des　situatiormistes　6tait　clairement　de　changer　la　soci6te　de　consommation，

cependant　ils　ont　cr66　une　approche　des　monuments　r6utilis6e　plus　tard　par　le

tourisme　contemporain．
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